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キマダラヒラアシキバチ

(キバチ科)
2004年 6月29日

大磯町高麗山

撮影 .加賀玲子氏

同定:長瀬博彦氏

たかくわまさとし

高柔正敏 (学芸部長)

ハチ擬態の悔致の1つが 、 ~jlJす針をも

たないハチだと述べたばかりで、す(1自

然科学のとびらJ10巻 l号)。 その中

でもキパチ手|の本種は最高のハチ擬態

なのですが、あいにくと私はこれまで出

会うチャンスがありませんでした。ところ

がこの夏、 当館友の会会員の加賀さん

がみご、とな写真の撮影に成1羽功J苅Jしし、 それを

送つてくれたので

悔しさ剖)をA怨想巴巴、t像象してくだだ、さしい、。ハチ傑態

に興味をもってからとし、うもの、 実物を見

たくて見たくてしょうがなかったからで、す。

このハチには腹部の先端に針状の突

起(尾節)がありますが刺す器官では

なく、またその下側の長い産卵鞘(産

卵管)も刺すための道具ではないので

す。しかしそのスズメパチそっくりの色彩

といい、し、かにも刺しそうな尾節や産卵

鞘といい、なんとも恐ろしげです。京Ijす

はずはないと思うのですが、本当に刺さ

なし、かは自信がありません。なぜなら、

本穏を素手でつかんだことのある人は、

ほとんどいないでしょうから。

(32ページに続く)
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右の写真は、ちょうど幹に産卵中のもの

を側面から撮影したものです。よく見ると、

腹部の前の方から直角に黒い針金状のも

のが出ていることがわかります。じつはこ

れが本当の産卵管で、ふだんは産卵鞘

に収められているのですが、産卵のとき

には鞘から出して硬い樹皮を貫き、材部

に到達してから卵を産むのです。ですか

ら、産卵するにあたっては大変な苦労を

伴うことが予想されます。

キパチ科のハチは、このように樹木の

内部に産卵し、幼虫は材部を食べて育

つのですが、菌類との聞におもしろい関

係があることも知られています。すべての

種ではないのですが、雌は産卵鞘の根

元にある1対の袋にある種の菌を貯蔵して

おり、産卵に際してあらかじめその菌の

胞子を卵に植えつけるとし、うのです。菌

の働き自体はまだ正確にはわかっていな

いようですが、ふ化した幼虫はこの菌が

定着した木材のみを食物資源とし、成長

すると考えられています(くわしくは「森

林微生物生態学J(朝倉書居、 2000)

中の福田秀志氏執筆分をお読みくださ

し、)。菌の方もハチに運ばれることにより

分布を拡大できるとしづメリットがあります

から、両者は共生関係にあるとしヴ見方

もて守ます。

企画展の “かながわくん"

から考える r+20Cの世界」
から「ーCO2の世界」へ

ただし、写真のキマダラヒラアシキパチ

も菌類を利用しているかどうかはわかりま

せん。キパチ科は針葉樹を寄主とするキ

パチ亜科と、広葉樹を寄主とするヒラアシ

キパチ亜科とに分かれますが、前者では

菌類との関係がくわしく明らかにされてい

る一方で、本種が含まれる後者の亜科の

種については、菌類との関係は一般に

は知られていないようです。しかし、 写

真の個体に産卵された木は秋になって枯

れてしまったそうで、す。その原因が本種

にあるかどうかもわからないのですが、ふ

展示のねらいをわかりやすく表現するべ
く、企画展 r+20Cの世界~縄文時代に
見る地球視暖化~J のポスターにはいく

つかのパーツを盛り込みました。“かなが
わくん"と呼んでいる地球のデザインは、
「新アジエンタ辛 21かながわ」から得まし
た。 ポスターの4つの地球をよくみると
それぞれ神奈川の形が違います。これは
それぞれの時代の古地理、つまり混媛湖
で、海面が高かった時期(問氷期)と寒冷
期で海面が低かった時期(氷河j)の海
岸線を表現しています。神奈川の現在の
海面を基準にすると、温暖期の 6000年
前と 12.5万年前は海面が高く陸地が狭ま
り、反対に氷期の2万年前は海面がずっ
と低く陵地が広がりました。氷期には陵地
の氷が増え、そのぶん海水が少なくなる
のです。このような氷期/間氷期のくり返
しを大局的にみると、ここ数十万年間につ
いては 10万年の変動周期があることがわ
かっています。かながわくんの下にある青
色のギザギザの矢印線はその変動を表現
しています。急激に温暖化し視暖期のピー
クを迎え、 その後、 徐々に寒くなり氷期
のピークとなるサイクノレで、す。
さらに、この気温変化と二酸化炭素濃度
の変化のサイクルが対応していることがわ
かってきました。ここで問題なのは、ずっ
と一定の範囲のレベノレで、変動してきた二
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化した幼虫の食害だ、けで、枯れるとはとても

考えられません。そこで、もし菌が卵とと

もに送り込まれ、その菌の作用によって

枯れたとすれば、キパチ亜科の種とはま

た別に菌類とのおもしろい関係が浮上し

てくるのですが-。

にの小文を書くにあたっては、独立行政

法人森林総合研究所の升屋勇人博士と

当館学芸員の出川洋介博士の教示をい

ただきました。また、加賀玲子さんは貴

重な写真をこころよく提供して下さいまし

た。記して感謝を申し上げます。)

酸化炭素濃度が、人類の活動によりすで
にそのレベノレをこえた状態になってしまっ
たことです。この事実は、過去のことを調
べた結果わかってきたことです。
今後、どのように温暖化がすすむので
しようか。もしかすると、新たな連鎖が生
じてリズムの異なった地球温暖化をもたら
すかもしれません。少なくとも“マイナス
CO2の世界"を目指すことが必要でしょ
う。過去の現象をくわしく解明し未来を予
測し、 これからわたしたちはどう生きるか、
真剣に考えてしく時期にあるようで、す。
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